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４　

技
能
検
定
の
合
格
者

技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
は
、
技
能
士

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
級
、
１
級
及

び
単
一
等
級
の
技
能
検
定
の
合
格
者
に
対

し
て
は
厚
生
労
働
大
臣
名
の
、
そ
の
他
の

等
級
の
技
能
検
定
の
合
格
者
に
対
し
て
は

都
道
府
県
知
事
名
又
は
指
定
試
験
機
関
の

長
名
の
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
実
施
状
況
の
概
要

●
受
検
申
請
者
数
の
合
計
は
80
万
7
、２

８
７
人
で
、
前
年
度
比
で
２
万
3
、２
３

９
人
（
３・０
％
）
の
増
加
【
図
１
参
照
】

●
合
格
者
数
の
合
計
は
32
万
４
、０
７
４

人
で
、前
年
度
比
で
4
、７
０
４
人（
１・

４
％
）
の
減
少
【
図
１
参
照
】

●
合
格
率
は
40
・
１
％
と
前
年
度
（
41
・

９
％
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
【
図
１
参
照
】

●
制
度
創
設
当
初
か
ら
の
合
格
者
数
の
累

計
は
、
６
９
７
万
4
、０
５
６
人
【
図

２
参
照
】

●
職
種
別
に
見
る
と
、
最
も
受
検
申
請
者

数
が
多
い
職
種
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
45
万
１
、８
０

４
人
【
図
３
参
照
】

●
等
級
別
に
見
る
と
、
最
も
受
検
申
請
者

数
が
多
い
等
級
は
２
級
（
中
級
相
当
）

で
、
32
万
8
、９
６
８
人
【
図
４
参
照
】

技
能
検
定
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
職
種
ご
と
に
等
級

に
区
分
し
て
、
実
技
試
験
及
び
学
科
試
験

に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

職
種
は
、
令
和
元
年
８
月
１
日
現
在
１

３
０
職
種
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
と
な
る
よ

う
、
職
種
・
作
業
の
新
設
・
統
廃
合
、
試

験
基
準
の
見
直
し
等
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。等

級
区
分
は
、
職
種
に
よ
り
、
①
等
級

に
区
分
す
る
も
の
（
特
級
、
１
級
、
２
級
、

３
級
及
び
基
礎
級
）
と
、
②
等
級
に
区
分

し
な
い
も
の（
単
一
等
級
）と
が
あ
り
ま
す
。

３　

実
施
体
制

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
が
技
能
検
定

を
実
施
し
、
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
が

試
験
問
題
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、都
道
府
県
知
事
の
行
う
業
務
の
う
ち
、

技
能
検
定
受
検
申
請
書
の
受
付
け
、
試
験

の
実
施
等
の
業
務
は
都
道
府
県
職
業
能
力

開
発
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
等
19
職
種
に
つ
い
て
は
、
当
該
職

種
に
関
連
す
る
民
間
機
関
が
指
定
試
験
機

関
と
し
て
指
定
を
受
け
、
技
能
検
定
の
試

験
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
30

年
度
「
技
能
検
定
」
の
実
施
状
況
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
平
成
30
年
度
の
受
検
申
請
者
数
の
合

計
は
80
万
７
、２
８
７
人
で
、
前
年
度
に

比
べ
2
万
３
、２
３
９
人
（
３
・
０
％
）

増
加
し
、
合
格
者
数
は
32
万
４
、０
７
４

人
と
な
り
ま
し
た
。

技
能
検
定
制
度
は
、
働
く
上
で
身
に
つ

け
る
べ
き
、
ま
た
は
必
要
と
さ
れ
る
技
能

の
程
度
を
国
が
証
明
す
る
も
の
で
、
現
在

１
３
０
職
種
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

検
定
に
合
格
し
た
人
だ
け
が
「
技
能
士
」

を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
、
昭
和
34
年
度
の

平
成
30
年
度「
技
能
検
定
」の

実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す

�

　
～
新
た
に
約
32
万
人
が「
技
能
士
」に
～

厚
生
労
働
省
ト
ピ
ッ
ク
ス
②�

（
人
材
開
発
統
括
官
）

制
度
開
始
か
ら
今
回
の
実
施
ま
で
で
、
延

べ
約
６
９
７
万
人
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

技
能
検
定
制
度
に
つ
い
て

１　

概
要

技
能
検
定
制
度
は
、
労
働
者
の
有
す
る

技
能
の
程
度
を
検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す

る
国
家
検
定
制
度
で
あ
り
、
労
働
者
の
技

能
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

本
制
度
は
、
昭
和
34
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
、
平
成
30
年
度
に
は
全
国
で
約
80
万
人

の
受
検
申
請
が
あ
り
、
約
32
万
人
が
合
格

し
て
い
ま
す
。
技
能
検
定
制
度
開
始
か
ら

の
累
計
で
は
、
延
べ
約
６
９
７
万
人
が
技

能
士
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

実
施
内
容
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■図４　受検申請者数の推移（１級、２級、３級、随時３級及び基礎級）
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■図３　等級別受検申請者数の多い職種（全等級合計・上位５職種）

職種名 受検申請者数（人） 前年度比 合格者数（人） 前年度比
ファイナンシャル・プランニング
機械保全
機械加工
知的財産管理
機械検査

133,210
10,030
14,965
8,223
10,097

－12.7%
－16.7%
+7.1%
－3.2%
+7.9%

－3.4%
+4.5%
+10.1%
－0.8%
+14.3%

451,804
37,072
24,418
17,714
17,384

■図２　昭和34年（制度創設当初）からの受験申請・合格者数（累計）

受験申請者数

合格者数

13,131,851

5,467,723

13,820,426

5,742,979

14,526,570

6,017,660

15,283,950

6,321,204

16,067,998

6,649,982

16,875,285

6,974,056
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■図１　等級別の実施状況（平成30年度）

等　級 受検申請者数 合格者数
（技能検定の合格に必要な技能及び知識） （前年度比） （前年度比）

特級
（管理者又は監督者に必要な技能及び知識）
１級
（上級の技能労働者に必要な技能及び知識）
２級
（中級の技能労働者に必要な技能及び知識）
３級
（初級の技能労働者に必要な技能及び知識）
随時３級
（技能実習生を対象とし、初級の技能労働者に必要な技能及び知識）
単一等級
（等級に区分していない職種で、1級相当の技能及び知識）
基礎級
（技能実習生を対象とし、基本的な業務を遂行するために必要な技能及び知識）

5,288人
（+1.0％）
93,361人
（－0.3％）
328,968人
（－1.6％）
267,029人
（－1.0％）
39,384人

（+184.7%）
3,237人

（－23.8％）
70,020人
（+11.0％）
807,287人
（+3.0％）

1,657人
（+43.0％）
29,473人
（－3.7％）
89,740人
（－6.1％）
125,612人
（－7.2％）
11,618人

（+102.0%）
1,576人

（－33.5％）
64,398人
（+11.1％）
324,074人
（－1.4％）

合格率
（前年度）

合計

※１　技能検定は学科試験と実技試験により行われ、受検申請者数について、当該年度に同時に両試験に申請した者は、１名と
して計上している。例外として、学科試験の合格が実技試験の受検要件となっているため、両試験を同時に申請できない一
部の職種（ファイナンシャル・プランニング１級、金融窓口サービス１級、知的財産管理１級、接客販売１級及び２級、フィ
ットネスクラブ・マネジメン１級）については、学科試験と実技試験の受検申請者数の合計を計上している（以下同じ）。

※２　基礎級については、平成 29 年度以前の実績においては、基礎１・２級を含む（以下同じ）。

31.3％
（22.1%）
31.6％
（32.7%）
27.3％

（28.6%）
47.0％

（50.2%）
29.5％

（41.6%）
48.7％

（55.8%）
92.0％

（91.4%）
40.1％

（41.9%）

技
能
検
定
関
連
の
情
報
は
、
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
「
技
の
と
び
ら
」
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.w

aza.javada.or.jp/ 

出典：「平成30年度『技能検定』実施状況」


